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本号の編集にあ た っ て

　平成 27年 7月号で は ， 「東 日本大震災の 災害復 旧工 事の実績 と課題」， 「ダイバ ー
シテ ィ 推進 の

さ きに あ る もの 」 の 2 つ の テ ーマ に つ い て特集い た し ま す。

　平成23年 3 月 11日 に発生 した東北地 方太平 洋沖地 震及 び同地震 を起源 と した大規 模 な津波

（以下，「東 日本大震災」 とい う。）に よ り，北関東 か ら東北 の 広 い 範囲 に わた る社会基盤施設は

壊滅的な被害を受け ま した 。 河川 ， 道路 ， 橋梁 ， 港湾 ， 鉄道 ， 上 下水道等の被害は多岐にわた り，

それ らの 復旧 工 事も各個 に対応 しなければな りま せ ん。ま た ，がれ き撤去作業 や全半壊 した構造

物の 解体作業等に よ り労働者が死傷す るケ
ース も多 く発生 しま した。地盤工学会誌 で は，会員の

皆様 と各社会基盤施設 に お け る復旧工 事の実績 と課題を共有する必要 がある と考 え，東 日本大震

災の災害復 旧工 事の状況 と対策，復旧技術等 に つ い て紹 介 い た します 。

　また，地盤工 学は 人 々 の 命と暮 らしを守 るため に 欠 かせな い 学問 で す 。 地盤 工 学会の活動 目的

で ある 「学術技術の進歩 へ の 貢献 ，技術者 の資質向上 ，社会へ の 貢献」 を実現す る に は ，私達の

学会を性別 や年齢 ， 国籍や学歴な どに関わ らず様 々 な 立 場の人 々 が集 い 活躍 できる場 に しなけれ

ばな りません 。 地盤工 学会では平成 16年 に人権の尊重 とい う倫 理的観 点か ら企 画部を主体 と し

て 男女共同参画 に取 り組み始めま した。平成 22年に男女共 同参画 ・ダイバ ー
シ テ ィ に 関す る委

員会が設立 されてか らは ， 多様な立場 ，価値観 ，障害 の 有無等 に関わ りな くす べ て の 会員に と っ

て魅力あ る学会 とな る よ う，試行錯 誤 を繰 り返 しなが ら様 々 な取 り組 みを行 っ て い ま す。ダイ

バ ー
シ テ ィ の 取 り組 み を始 め て か ら10年が経過 し，地 盤 工 学会の ダ イ バ

ー
シ テ ィ 推進の実績 と

課題 ，今後の 展 開 に つ い て 会員 と共有 した い と考 えます 。

　本号の特集が ， 会員の皆様に とっ て有益な もの とな る こ とを期待 してお ります 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 大 塚 隆 人 （お お つ か たか ひ と）
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